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市では、戸籍証明書の交付時間短縮など市民サービスの向上を図るため、９月３０日（月）か　市では、戸籍証明書の交付時間短縮など市民サービスの向上を図るため、９月３０日（月）からら

戸籍事務をコンピュータ化します戸籍事務をコンピュータ化します。。

これにより、戸籍謄本は「全部事項証明書」に、戸籍抄本は「個人事項証明書」に名称が変　これにより、戸籍謄本は「全部事項証明書」に、戸籍抄本は「個人事項証明書」に名称が変わわ

ります。 〈戸籍年金グループ・市役所１ります。 〈戸籍年金グループ・市役所１階階緯緯４２～３２１７４２～３２１７〉〉

戸籍事務がコンピュータ化されると戸籍事務がコンピュータ化されると……

■対象となる方
●歌志内市に本籍がある方が対象です。

　住所が歌志内市にあっても、本籍地が他市町村にある

方は対象となりません。

■戸籍証明書の発行時間が短縮されます
●これまでの戸籍は、和紙の専用紙にタイプライターなどで記載していたため、戸籍謄本などの証明書

の発行にも時間がかかっていました。今回、戸籍事務をコンピュータで保存、管理することで、戸籍

の作成や戸籍証明書の交付時間が短縮されます。

戸籍事務をコンピュータ化戸籍事務をコンピュータ化

■戸籍証明書の名称と様式が変わります
●証明書の名称が、戸籍に記載されている全員を証明する「戸籍謄本」は「全部事項証明書」に、一部

の人を証明する「戸籍抄本」は「個人事項証明書」に変わります。

●証明書の様式は、Ｂ４版またはＢ５版の用紙から、Ａ４版の改ざん防止用紙に変わり、記載内容も縦

書きの文章体から横書きの項目別となり、従来の紙戸籍に比べて見やすく、わかりやすくなります。

　また、戸籍の附票についてもＢ４版またはＢ５版の縦書きからＡ４版の横書きに変わります。

■コンピュータ化前の戸籍は、平成改製原戸籍となります
●現在の戸籍は、「平成改製原戸籍」として保存されます。コンピュータ化後の新しい戸籍には、婚姻や

死亡などによりすでに除籍された方は記載されませんので、ご注意ください。相続の手続きなどで、

除籍された方が記載された戸籍が必要な場合は、「平成改製原戸籍」として請求することができます。

■本籍の表示が変わります
●本籍の番地に「の」の表示がある場合、「の」の部分が削除されます。住民票の本籍欄にある「の」の

表示も自動的に削除されます。

　（例）　変更前：字○○５番地の１　→　変更後：字○○５番地１

■戸籍に使用する氏または名の文字は正字で記載されます
●コンピュータ化後の戸籍に使用できる文字は、常用漢字、人名用

漢字など漢和辞典に載っている文字「正字」に限られます。その

ため、現在の戸籍で手書きによる書き癖や略字などの漢和辞典に

載っていない文字によって記載されている場合は、その文字に対

応する「正字」の記載になります。該当する方には、文書でお知

らせしますので、ご理解とご協力をお願いします。

※この取り扱いは、戸籍で使用している文字の修正です。これによ

り、氏名が変更されるものではありません。住民票や印鑑登録証

明書も自動的に戸籍と同じ文字に変わります。

正字（変更後）
戸籍に使用

できない文字

藤→ 

邊→ 

〈文字取り扱いの一例〉
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■交付手数料は変わりません

１通　４５０円　戸籍の全部及び個人事項証明書
１通　７５０円　除籍の全部及び個人事項証明書
１通　３００円　戸籍の附票及び除かれた戸籍の附票

※くわしくは、戸籍年金グループ（市役所１階緯４２～３２１７）へ。

コンピュータ化後コンピュータ化前

全部事項証明書戸籍謄本
名　　　称

個人事項証明書戸籍抄本

横書き・項目ごとに記載縦書き・文章体書　　　式

Ａ４版（改ざん防止用紙）Ｂ４版・Ｂ５版（白色）用　　　紙

黒色（電子印）朱色公　　　印

「の」の表示なし

字○○５番地１

「の」の表示あり

字○○５番地の１

本　籍　の

番 地 表 示

■戸籍証明書の変更内容

【これまでの戸籍謄本【これまでの戸籍謄本】】

25 9 28
6 51 2 1

【これからの全部事項証明書【これからの全部事項証明書】】
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地
震
・
水
害
へ

地
震
・
水
害
へ
のの

対
策
は
万
全
で
す
か

 
対
策
は
万
全
で
す
か
？？

合同非常招集訓練

サイレン吹鳴
　歌志内市消防署・消防団では、

９月１日の「防災の日」にあわせ、

合同非常招集訓練（放水訓練）を

９月３日（火）、「旧親愛の家跡地

（神威市街）」で実施します。

　なお、この日は１８時００分にサ

イレンを鳴らしますので、火災

とお間違いのないようお知らせ

します。

　
今
か
ら
　
年
前
（
大
正
　
年
）
の
９
月
１
日
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
害
を
受
け
ま

９０

１２

し
た
。
そ
の
惨
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
９
月
１
日
を
「
防
災
の
日
」
と
定
め
、
ま
た
、
８
月
　
日
～
９
月

３０

５
日
ま
で
を
「
防
災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
避

け
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
事
前
の
対
策
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
災
害
に
対
す
る
備
え
、
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～
３
２
５
５
〉

▽
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
も
ぐ
り
、

落
下
物
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
逃
げ
道
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

▽
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
電
気
の

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
火
の

元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

▽
家
族
や
隣
近
所
の
安
否
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

▽
避
難
所
で
は
、
集
団
生
活
の
ル

ー
ル
を
守
り
、
助
け
合
い
の
心
で

行
動
し
ま
し
ょ
う
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■
災
害
へ
の
対
応
と
備
え

　
災
害
が
発
生
し
た
際
の
行
動
は
、

『
自
助：

自
分
の
身
を
守
る
行

動
』
、『
共
助：

地
域
市
民
と
と
も

に
助
け
合
う
行
動
』
、『
公
助：

国

や
自
治
体
（
警
察
や
消
防
等
）
に

よ
る
行
動
』
の
３
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　
災
害
の
発
生
直
後
か
ら
初
期
段

階
に
お
け
る
活
動
（
公
助
の
動
き

出
す
前
の
行
動
）
に
つ
い
て
は
、

自
ら
の
力
と
、
近
隣
住
民
同
士
の

協
働
で
切
り
開
い
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
地
震
や
水

害
時
は
、
次
の
対
応
を
と
り
ま
し

ょ
う
。

地
震
へ
の
対
応
と
備

地
震
へ
の
対
応
と
備
ええ

水
害
へ
の
対
応
と
備

水
害
へ
の
対
応
と
備
ええ

▽
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ

る
気
象
情
報
や
注
意
報
・
警
報

な
ど
の
情
報
に
常
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

▽
徒
歩
で
避
難
を
し
て
、
車
は
使

わ
ず
に
2
人
以
上
で
避
難
を
し

ま
し
ょ
う

▽
歩
行
可
能
な
水
深
の
目
安
は
、

　
唖
で
す
。
危
な
い
と
判
断
し

５０

た
場
合
は
、
無
理
を
し
な
い
で

高
所
で
助
け
を
待
ち
ま
し
ょ
う

非
常
持
出

非
常
持
出
品品

▽
貴
重
品
類
（
印
鑑
、
預
金
通
帳
、

小
銭
な
ど
）

▽
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
（
予

備
電
池
も
忘
れ
ず
に
）

▽
衣
類
（
セ
ー
タ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ

ー
、
下
着
な
ど
）

▽
応
急
医
薬
品
（
胃
腸
薬
、
包
帯
、

消
毒
薬
な
ど
。
常
備
薬
も
忘
れ

ず
に
）

▽
非
常
食
（
乾
パ
ン
、
缶
詰
、
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
）

※
こ
れ
ら
の
非
常
持
出
品
は
家
族

構
成
を
考
え
、
必
要
な
分
だ
け

（
２
日
～
３
日
分
）
用
意
し
て
、

避
難
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る

場
所
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ご
み
袋

に
水
を
入
れ
て
、
土
の
う
の
代
わ

り
に
使
用
し
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
入

れ
て
こ
れ
を
連
結
し
て
使
用
し
ま

す
。

陰
簡
易
水
の
う
の
作
成

　
　
渥
程
度
の
容
量
の
ご
み
袋
を

４０
二
重
に
し
て
、
中
に
半
分
程
度
の

水
を
入
れ
て
し
ば
る
。
ご
み
袋
の

強
度
が
不
足
す
る
と
き
は
、
重
ね

る
枚
数
を
増
や
す
（
買
い
物
ポ
リ

袋
で
も
代
用
で
き
ま
す
）
。

隠
段
ボ
ー
ル
箱
の
利
用

　
簡
易
水
の
う
を
段
ボ
ー
ル
箱
に

入
れ
、
こ
れ
を
連
結
し
て
使
用
し

ま
す
。
水
の
う
だ
け
の
場
合
と
比

べ
て
強
度
が
増
し
、
中
に
詰
め
る

水
の
う

も
積
み

重
ね
て

使
用
す

る
こ
と

が
で
き

ま
す
。
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揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

災
害
災
害
にに備

え

　
　
備
え
てて

　
　
渥
ま
た
は
　
渥
の
ポ
リ
タ
ン

１０

２０

　
土
を
入
れ

た
プ
ラ
ン
タ

ー
を
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ト
で

巻
き
込
み
使

用
し
ま
す
。

　
出
入
口
を

長
め
の
板
な

ど
を
使
用
し

て
浸
水
を
防

ぎ
ま
す
。

　
土
の
う
の
代
替
え
と
し
て
使
用

で
き
る
市
販
の
吸
水
性
ゲ
ル
水
の

う
で
浸
水
を
防
ぐ
方
法
で
す
。
吸

水
性
ゲ
ル
水

の
う
は
、
軽

量
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
す
が
、

水
を
吸
う
と

膨
張
し
ま
す
。

　
板
、
鉄
板
、
身
近
に
あ
る
ボ
ー

ド
、
テ
ー
ブ
ル
、
畳
な
ど
を
使
用

し
て
水
の
流
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
こ
れ
ら
の
簡
易
水
防
工
法
は
、

あ
く
ま
で
も
小
規
模
な
水
害
で
、

水
深
の
浅
い
初
期
の
段
階
で
行

う
も
の
で
す
。
危
険
を
感
じ
る

前
に
早
め
に
避
難
を
し
て
く
だ

さ
い
。
あ
ら
か
じ
め
、
止
水
板

を
設
置
し
た
り
、
土
の
う
を
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
（
警

防
・
救
急
グ
ル
ー
プ
緯
４
２
～

３
２
５
５
）
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そ
の
他
の
工
法

吸
水
性
ゲ
ル
水
の
う
に
よ

る
工
法

簡
易
水
の
う
と

 段
ボ
ー
ル
箱
に
よ
る
工
法

ポ
リ
タ
ン
ク
と
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
に
よ
る
工
法

プ
ラ
ン
タ
ー
と
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
に
よ
る
工
法

臨
時
の
止
水
板
に
よ
る
工

法
ク
に
水
を
入

れ
て
、
レ
ジ

ャ
ー
シ
ー
ト

で
巻
き
込
み

連
結
し
て
使

用
し
ま
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
大

雨
・
津
波
・
高
潮
な
ど
の
「
警
報
」

に
加
え
、
警
報
の
発
表
基
準
を
は

る
か
に
超
え
る
異
常
な
現
象
が
予

想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
起
こ
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
特
別
な
警

戒
を
呼
び
か
け
る
「
特
別
警
報
」

を
新
た
に
発
表
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
現
象
は
、
東
日
本

大
震
災
時
に
発
生
し
た
非
常
に
高

い
津
波
、
居
住
地
に
大
き
な
影
響

の
あ
る
火
山
噴
火
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
が
無
い
よ
う
な
低
気
圧
や
台

風
に
よ
る
激
し
い
豪
雨
や
暴
風
な

ど
、
異
常
な
気
象
現
象
が
発
生
し

た
場
合
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
津
波
や
火
山
噴
火
に
つ
い
て
は
、

既
に
あ
る
警
報
の
う
ち
、
危
険
度

が
非
常
に
高
い
も
の
を
特
別
警
報

と
し
て
、
従
来
の
名
称
の
ま
ま
発

表
し
ま
す
。
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

で
は
一
生
の
う
ち
に
何
度
も
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
で
す
。
屋
外
の
状
況

や
避
難
指
示
・
勧
告
に
留
意
し
、

直
ち
に
命
を
守
る
た
め
に
最
善
の

行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
従
来
の
警
報
も
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

時
間
を
お
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
、
そ
の
他
の
気
象
情
報

を
活
用
し
、
早
め
の
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

※
特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w

w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jm
a
/
k
is
h
o

u
/
k
n
o
w
/
to
k
u
b
e
ts
u
-k
e

ih
o
/
in
d
e
x
.h
tm
l

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
札
幌
管
区
気
象

台
天
気
相
談
所
（
緯
０
１
１
～

６
１
１
～
０
１
７
０
）
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８
月
　
日
か
ら

３０

 

『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始

▲「特別警報」イメージ




